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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 10日（月）18:30 ～ 20:09 

会  場 川上会館 

自治会名 川上連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、秋山地域振興課長、 

池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

10人（男性 10人、女性 0人）のほか町議会議員 4人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:30～ 

自治会長挨拶 川上連合自治会長 
 お晩でございます。 
 町長をはじめ職員の皆さまには、大変寒い中、夜分遅くお越しいただきありが

とうございます。 
 令和 2 年のまちづくり懇談会ということで、今回の懇談会開催にあたって、テ

ーマを 3点要望しております。 

 一つ目は、ＪＲ日高線の廃止について、今後はバス転換になると思いますが、

今後どのようになるのかわかる範囲でご説明いただきたい。 
 二つ目は、日高自動車道が伸びてきていますけれども、昨年、静内地区から三

石地区方面の調査費の予算が付いたという話も聞きましたので、どのようになる

のかわかる範囲でお知らせをいただきたいと思います。 
 三つ目は、新ひだか町の介護サービス事業及び病院事業の経営改善の問題が出

ていますけれども、この点は三石地区住民にとっては大変難しい問題だと思って

いますので、皆さんとともに詳しく議論したいと思いますので、本日はよろしく

お願いいたします。 
町長挨拶  お晩でございます。 

 会長から 3 点のお話がありました。私どもからも 4 点ご説明をいたしますけれ

ども、中でも介護サービス事業については、端的に説明いたしまして、意見交換

に十分時間を取ってまいりたいと思います。三石地区は、歌笛地区、延出地区、

三石市街地地区と終わりまして、ここで 4 か所目になりますが、休み明けの水曜

日に本桐地区で行い、三石地区の 5 か所が終わることになります。遅い中お集ま

りいただきありがとうございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

職員紹介 秋山地域振興課長 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見 

交換 

岩渕総務部参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

①ＪＲ日高線の廃止についての今後の見通しについて 

②日高線（高速道路）についての今後の見通しについて 

③新ひだか町介護サービス事業及び病院事業の経営改善の方向性について 

 1 点目のＪＲ日高線の廃止と今後の見通しについては、平成 27 年に不通になっ

てから、管内 7町の町長会議で協議してまいりました。その結果、昨年 11月に日

高町村会として代わりとなるバス路線については、今後ＪＲ北海道と協議を正式

に行うという確認を行ったところです。今後は、管内の公共交通の持続性、利便

性の高い交通性を早期に確立するために協議しなければならないとされていま

す。管内の広域交通の確保、えりも町から札幌市までの乗り換えを少なく、接続

できる方法を求めていきたいと考えています。中距離、短距離路線、特に高校生

の通学、病院へ通う方の路線、時間帯、本数などについても検討をお願いしてい

ます。 

 また、ソフト面については、まちづくりへの協力をお願いしています。例えば、

バス路線に変わると通学などの定期代が高くなるとされています。そこで、一定

期間になると思いますが、上昇分についての補填、鉄道用地、ＪＲ北海道が保有

している職員住宅などを無償で譲っていただくなどの原案を作りながら進めてい

るところです。 

 また、来週、三石庁舎のはまなすホールにおいて、原案の説明会を開催します

ので、ご意見などいただきたいと思います。 

 2点目の高規格道路日高道の今後の見通しについては、厚賀静内間で工事が進め

られていますが、静内浦河間にについて国で事業認定されていません。計画段階

評価を受け、高規格道路が必要だという調査を行い、環境影響評価などさまざま

な評価を受けながら、新規事業の採択を受けて事業が進んでいくことになってい

ます。静内浦河間の距離が約 40キロメートルですが、過去の経緯を見ると、国は

20キロメートル区間区切りで事業を進めています。静内三石間が約 20キロメート

ルあることから、最初に調査されるものは静内三石間になると思います。 

 また、2 月 17 日から開発局で個別アンケートを受け付けしていますので、ご協

力をお願いします。 

 

 病院と介護の件について、メリットになることが一つも説明されていない。ま

ず、病院の医師の確保が重要ではないのか。また、地域包括支援センターについて、

介護認定を受けた方であれば個別訪問してくれるが、それ以外の方に介護認定を受

けに来てくださいという態度では人が集まらないのではないか。受け身になるだけ
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自治会員Ａ 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

米田住民福祉部長 

 

 

 

上田教育部長 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

髙野教育長 

でなく能動的に動かないといけないのではないか。 

 

 病院の経営改善するに至ったのが、ここ数年、億単位の赤字が続いております。

今までは合併市町村であることで地方交付税が多く交付されていました。しかし、

合併 11年目からは段階的に下がっていく状況です。また、税金を納めていただけ

る労働者人口も減っている状況です。このようなことから経営改善に至りました。

また、医療スタッフの人材確保も難しい状況にあるため入院病棟を一本化し、経費

を節減して安心、安全な医療を提供させていただくつもりです。特に三石地区の医

師の年齢が 64歳と 69歳で高齢になっていることもあり、町の意見として示させて

いただいたところです。 

 

 2点目の地域包括支援センターの件ですが、静内地区においても個別訪問をして

いないということではありません。静内地区の高齢者人口が 7,000人近くおり、全

て訪問するのは難しい状況になっています。ご指摘いただいた件については、今後

努めてまいります。また、乳幼児検診に関しては、静内地区、三石地区とも同じよ

うに検診を実施していますので、ご理解願いたいと思います。 

 

 新ひだか町では子どもや住宅の支援について、新冠町、浦河町のように支援で

きないのか。政策的にも隣町は医療費を無料にしているのに、新ひだか町は立て替

えで商品券としてやっているため、他町で良いものがあれば実施してみてはどう

か。町内の高校もいずれはなくなると思う。その前に対策を考えるべきだと思う。 

 

 具体的に他町でどのようなことが行われているかお聞かせいただけますか。 

 

 新冠町はお産した場合には全額町負担している。浦河町は中学生までの子ども

は医療費が無料、新ひだか町は商品券で還元している。 

 

 お産については、公費で全額戻ってくるというお話でしたが、その方の入って

いる保険から給付されているのではないでしょうか。国民健康保険に加入していれ

ば 420,000円戻ってきますし、当町でも個人負担はほとんどないと考えています。 

 

 商品券の件ですが、当町では中学生まで医療費の無料化に手を付けたのが早か

ったものですから、実質商品券になりましたが、他町の状況を踏まえ進めています

のでもうしばらくお待ちください。 

 

 高校のお話ですが、町内高校への通学定期の無償化について先行して進めさせ

ていただいて、クラス数についても減らされないような努力をしていることをご理

解いただきたいと思います。 

 

 定期の無償化は収入制限があるのか。 

 

 町内には 2 校の高校がありますが、ここに通う学生の定期については全て無償
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化にしています。農業高校へ行く場合、以前は静内駅から道南バスを利用して通っ

ていましたが、スクールバス 2台を農業高校専用バスとして運行しています。結果

として定期代はかかりません。定数を維持するためにも実施しているのでご理解い

ただきたいと思います。 

 また、願書の提出状況ですが、静内高校は定員 200人のところ 156人でした。1

クラス 40人です。平成 31年度に入学した生徒は 1クラス減って、4クラスとなっ

ています。このままいけば、今年度も 4クラスになると思われます。農業高校につ

いては、前年度よりも願書提出が多くなっている状況です。 

 

 病院の件について、三石国保病院に少しでも病床を残してほしい。 

 

 医師の高齢化は何年も前から言われている。医師不足もあるため病院の建物ば

かり残すのもいかがなものか。 

 

 ここ数年、三石国保病院の入院患者がかなり減ってきています。病棟だけで 1

億 3,000万円くらいの赤字になっています。財政面と医療スタッフの人材不足の問

題もあります。町立静内病院の稼働率も高いわけではない。一つの病院に集約して

もまだ人が入れる状況です。病棟を無くした場合も生じる問題がいくつかありま

す。夜間や救急、三石国保病院の建物自体も非常に老朽化しています。薬局の立地

の問題もあります。皆さんのご意見をいただいて協議していきたいと思います。 

 

 有害駆除で駆除された動物はどのように処分されているのか。山に行くと相当

数の残骸があり、熊をおびき寄せてしまうと思う。仕事の関係上、馬を夜間放牧す

るが、何かあった時の対策はどう考えているか。三石地区に処理場を作ってほしい

のと静内地区の状況をお聞きしたい。適正な処分について、猟友会、ハンターにど

のように指導しているのかお聞かせ願いたい。 

 

 一般狩猟の方もいますが、猟友会には死んだらゴミになるので、焼却処分場に

運搬するように指示しています。今後も正しい処理方法を啓発していきたいと思い

ます。 

 

 静内地区はどこに処理場があるのか。 

 

 ゴミ処理場の下に数年前に建設しています。ハンターにはそこに運搬してもら

っており、最終的にはゴミ処理場に持っていきます。 

 

 浦河町では、全て確認しだい駆除費を支払っているようだが、そのようにしな

いと残骸の不法投棄は無くならないのではないか。事故があった場合には誰が責任

を取るのか。 

 

 昨年、育成協で質問し、町が電気代を支払うと言っていたが、どこの課から支

払うのかお聞きしたい。また、今年度は降雪量が少なかったため雪祭りは中止とな
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ったため、金額的には 8,000円程度だと思う。開催されていれば 1万 2,000円程度

だと思う。育成協も静内地区と合併するという話が出てきているので、予算的にも

縮小される可能性もあると思うがいかがか。 

 

 町でお支払いするという約束をしていますので、担当の方に確認します。 

 

 担当は社会教育課になりますが、町の補助金の中からこの経費について支払う

ことは聞いていました。再度担当課に確認し、後日連絡します。 

 

 町のスケートリンクが無くなったが、小学校の先生から川上地区でスケートリ

ンクがあればそちらを利用してくださいと話があった。今までは任意で町のスケー

トリンクとは別に作っていたが、このような話であれば、町の方でも何か支援して

ほしい。 

 

 本桐地区のスケートリンクが無くなり、静内地区の河川敷のスケートリンクを

案内しましたが利用者はあまりいませんでした。コミュニティ・スクールでも利用

したいという意見もありましたので、教育委員会でも支援などを考えていきたいと

思います。 

 

 防災の件で、これだけ災害があるのに新ひだか町の対応が遅い。川上会館は避

難指定区域ではない。何回も要望しているが良い返事をくれない。前回も川上地区

で災害があったが、現地になかなかこなく対応が遅かった。災害担当者に連絡した

らすぐ場所などを把握し対応していただきたい。 

 

 災害の規模にもよりますが、大きくなれば職員全員が出動するような体制にな

ります。町でも情報収集は必ずしていますし、降水量が多いときには役場に待機も

します。職員だけで手が足りない場合には建設協会と協定を結んでいるので、対応

してもらう場合もあります。自主防災組織にお願いすることもあると思いますので

よろしくお願いします。 

 

 水害で三石庁舎に電話したときは既に出動しており誰もいなかった。場所も全

然把握していなかった。 

 

 現場を知っている職員も限られているのは事実です。現場の技術職員が数少な

いのでご迷惑をおかけてしている状況だと思いますが、早急に対応できるように心

がけ、地域振興課で対応できるようにいたしますのでご理解をお願いします。 

 

 知っている人が現場に行くのではなく、誰か別の職員を現場に向かわせ指示す

れば良いのではないか。 

 

 おっしゃることはわかります。私も現場に出たことがありますが、事務職員で

は判断が難しい場合もあります。また、本部と現場職員の連絡は取っていますが、
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緊急度の高い案件から現場に向かうようにしていますのでご理解いただきたいと

思います。 

 

 川上地区は距離的にも遠い。現場に来るのは建設関係の職員だけでなく、農政

関係の職員でも良いのではないか。 

 

 建設部の上下水道課職員にお願いする場合もありますし、別の部の職員にも動

いてもらっています。 

 

 災害あった時に巡回してから応急処置していただきたい。災害になる前に現場

をしっかり身につけてほしい。 

 

 既に対応を検討しているものもあります。ご理解していただきたいのが、役場

職員だけで災害対応はできる状況ではありませんので、地域住民にもご協力いただ

いて、役場にも情報をいただきながら対応していきたいと思います。 

 

 ＪＲについて要望ですが、ＪＲの線路が無くなれば、蓬莱山の道路を広げてほ

しい。 

 また、スケートリンク作りに育成協の方も一生懸命努力しているが、天候の影

響もあり、雑草が生えているのも原因ですぐ溶けていたようだった。耐熱シート

を敷いて水をまけば氷も長持ちするので、町で支援できるように検討してほしい。 

閉会挨拶 大野町長 

 いろいろなご意見ありがとうございました。 

 昨年からいろいろとお話を聞いて、地域の子どもたちのためにいろいろとご苦

労されているというのは分かりますし、私も昨年スケートリンクで滑らせていた

だきまして、その後そばを食べて帰りましたけれども、なかなか良いお祭りだっ

たと思いました。 

 病院、介護の関係ですけれども、三石地区の懇談会の最後にお話しさせてもら

っていますが、この 4 月 1 日からすぐに実施するということではなく、我々の町

における介護、医療の状況はこのようになっていますということを皆さんに知っ

ていただいて、その中でここはどうだ、あれはどうだという意見交換をして、良

いものを作り上げたいと思います。決して不安をあおって出しているわけではな

く、本当に町民の皆さんも思っていること、我々も考えていることをもっと擦り

合わせしながら、良いものを作っていきたいと考え、今回、ちょっと乱暴気味で

すけれども、このようなかたちで町は考えているということを出させていただい

たところです。 

 いろいろな事情もありますし、財政の問題、国の動きもある中で、これについ

て 3 年も 4 年も時間をかけているわけにもいきません。少しスピードアップしな

がら、皆さんのご意見をいただき、良いものは取り入れながら完成形にしていき

たいと思いますので、今後とも厳しいご意見でも結構ですので、よろしくお願い

したいと思います。 
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 本日はありがとうございました。 

閉  会 20:09  終了 

 


